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凡

　

　

　

例

]
　
本
書
は
昭
和
七
年
五
月
名
古
屋
市
に
於
で
開
催
の
第
三
回
全
国
都
市
間
粗
食
議
縫
合
に
陶
す
る
記
録
に
し
て

別
冊
｢
研
究
報
告
｣
三
縄
及
｢
塵
考
資
料
二
二
種
ビ
併
せ
て
絶
食
厨
係
文
書
を
組
成
す
る
も
の
な
ら
.

こ
本
番
の
分
類
篇
別
は
'
便
宜
上
丁
絶
食
の
華
僑
行
警
屠
す
る
事
項
､
/
i
j
縫
合
経
過
の
叙
述
･
臼
絶
食
に

′

_

.

■

■

現
は
れ
た
る
報
告
討
議
等
の
内
容
の
三
着
に
大
別
L
L
l
る
上
'
各
鳶
を
更
に
小
分
類
L
t
別
に
参
考
事
項
を
肘

鉄
せ
し
め
た
-
0

侍
撃
嘉
中
に
牧
む
べ
き
絶
食
垂
加
者
氏
名
は
'
参
照
の
便
宜
上
椿
に
巻
末
に
掲
出
せ
-
0

三
　
本
書
所
載
事
項
中
'
速
記
に
依
-
た
る
も
の
は
大
健
速
記
の
瞳
に
牧
鏡
す
る
藍
冒
し
た
る
も
'
合
議
の
葛

貫
に
影
響
な
し
だ
認
め
た
る
事
項
に
就
で
は
'
多
少
速
記
を
牧
蘇
し
た
る
個
所
め
-
'
是
れ
唯
編
纂
上
の
都
合

に
依
る
こ
亡
～
御
諒
承
を
諦
ふ
b

四
　
本
春
は
前
掲
の
如
上
親
骨
牌
係
文
音
だ
し
て
絶
食
垂
加
者
に
配
付
す
る
を
蓋
冒
し
た
る
が
'
猿
立
の
文

叔
w
L
で
取
政
ふ
も
'
1
般
都
市
問
題
研
究
上
の
好
筒
の
塵
考
資
料
た
る
を
信
や
.

五
　
本
音
の
刊
行
は
e
打
ち
第
三
同
金
団
都
市
問
題
合
議
纏
骨
事
務
の
終
結
な
-
o
こ
の
横
合
に
､
絶
食
垂
加
者
各

位
に
敬
意
を
表
し
'
叉
絶
食
の
虐
め
直
接
間
接
に
寄
典
せ
ら
れ
た
る
官
公
私
各
方
面
の
普
局
'
殊
に
終
始
格
別

の
重
力
を
煩
は
し
た
る
名
古
屋
市
及
内
務
省
､
愛
知
疎
'
名
古
屋
商
工
骨
諸
所
'
名
古
屋
市
に
於
け
皇
1
品
機

庸
雄
畢
界
'
成
案
見
畢
先
等
の
牌
係
普
局
に
厚
き
戚
謝
を
捧
t
I
｡

昭

和

七

年

七

月

全
　
国
都
市
　
問
題
　
曾
　
議
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弟
三
岡
全
国
都
市
問
題
骨
議
絶
食
第
六
耕
議
事
要
録

日

　

　

　

次

篇

　

組

　

合

　

準

　

備

-

合
議
の
組
成
並
に
第
三
回
絶
食
開
催
計
童
に
関
す
る
事
項

合
議
の
沿
革
鼓
に
絶
食
準
備
経
過
-
-

主
催
地
名
古
屋
市
側
の
援
助
-

絶
食
議
事
方
法
等
協
議
の
理
事
倉
-

■

浪
合
第
二
月
の
報
せ
討
議
に
臨
す
る
件
(
i
)
･
･
･
-
第
1
部
骨
役
員
(
i
)

に
関
す
る
件
(
五
)

第
二
都
合
役
負
(
孟
)
三
･
･
･
次
回
穂
官
用
健

粗
食
参
加
者
に
封
す
る
廃
遇
-
-
-

総
合
参
加
申
込
者
に
封
す
る
濠
備
資
料
等
の
配
布
･
･
･

参
合
着
に
封
す
る
文
書
等
の
配
布
…

絶
食
用
丈
青
等
(
i
)
-
-
名
古
屋
市
よ
り
の
寄
射
幸
等
(
也
)

第

二

着

　

合

　

議

　

絶

　

誼

-

幕

】

　

絶

　

魯

　

第

一

日

　

-

]

　

序

　

　

　

　

説

･

-

　

　

　

　

･

･

･

･

-

　

六

･

･

･

　

…

　

六

…

　

･

･

･

六

･
･
･
<

-

〓

三

　

岳
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苛　∋守　夫　宗　天　蓋　宝　玉　西

第
四　　JIL.

(蘇)(三臣､)(,7)(イ)

高地藤永神

野田原安戸

篤九
六三十百正

郎郎郎治雄

報序
(チ)(り(へ)(ホ)(ニX-〕(.2)(イ)

東西市佐塁編汐藤

永村椿藤川地見谷
亡●
)JI.1

署　長確九曜_由三証

通一宇吉郎鹿部二

二

　

開

　

合

　

式

　

-

-

…

全
国
都
市
開
港
曾
鼓
理
事
大
阪
市
長
閑
一
氏
式
部
(
≡
)
-

二

-

〓

-
内
務
大
畠
鈴
木
恵
三
二
郎
氏
釈
聯
(
t
E
)
…
=
･
愛
知
魅
知
事
尾

時
男
次
郎
氏
配
辞
(
一
3
)
･
-
･
･
･
名
古
屋
市
長
大
岩
勇
夫
氏
挨
拶
(
7
号
･
･
-
･
参
骨
者
代
表
顧
問
市
長
久
世
庸
夫
氏
挨
拶
(
1
(
)

三

　

議

　

　

　

事

　

-

議
長
推
薦
(
二
〇
)
…
･
･
･
骨
議
事
務
局
財
閥
法
人
東
京
市
政
調
査
合
理
番
池
田
宏
氏
事
務
報
告
(
ニ
0
)

-

　

-

義

壷
薯
研
究
讐
(
讐
酢
蛸
鮎
;
)
-

粗
　
食
　
第
　
二
　
日
;
･
･

序

誼

-

第
義
歯
(
讐
誓
相
加
雛
f
)
･
･
･

第

二

部

禽

(

前

　

　

　

　

　

岡

)

-

組

　

合

　

第

　

三

　

日

-

序

誼

部
纂
過
讐
(
讐
酢
蛸
鮎
E
)
I
.

議

　

　

　

　

事

　

-

永
回
社
食
開
催
地
報
告
(
二
七
〕
-
-
-
骨
議
魂
事
津
定
(
宅
)

閉

　

　

　

　

合

　

-

…

天

参
骨
者
代
表
松
本
市
長
小
男
野
水
氏
挨
拶
(
云
)
･
-
･
･
･
合
同
都
市
問
題
骨
譲
事
務
局
財
国
法
人
草
兄
市
政
調
査
骨
理
事
池

田
宏
氏
挨
拶
(
完
)
-
･
･
･
主
催
地
名
古
屋
市
長
大
岩
勇
夫
氏
挨
拶
(
三
.
i
)

草
　
地
　
視
察

(
ィ
)
第
l
班
(
孟
)
･
･
･
･
･
･
(
ロ
)
第
二
班
(
三
七
)
-
-
(
ハ
)
第
三
班
(
克
)
･
･
･

粗
宴
加
者
及
準
参
加
者
(
料
紙
耶
錆
)
･
･
･

･
･
(
一
こ
第
四
班
(
天
)

＼

･
･
･
宗完

第
三
着
　
報
告
及
討
議
内
容

弟
l
　
主
報
告
者
の
研
究
報
告
-

1

　

序

　

　

　

　

説

･

･

･

主

　

報

　

告

･

‥

東
町
柑
税
制
の
改
正
に
就
て
　
-

戸
数
割
代
税
の
現
状
と
其
改
正
三

都
市
の
基
中
浄
化
問
題
･
･
･

名
古
屋
市
に
於
け
る
下
水
と
尿
尿
虞
理
に
就
て
-

郡
市
に
於
け
る
魔
尿
嘩
理
…

第
7
部
禽
報
告
及
討
議
･
･
･

説
-

普

及

討

議

-

地
方
税
負
蜂
の
不
均
衡
と
租
税
牧
人
の
分
輿
制
度

所
得
級
別
及
職
業
別
に
依
る
負
揖
関
係
-
I

宅
地
租
附
加
税
低
減
の
要
求
　
-

地
租
附
加
税
重
課
綬
和
方
法
の
要
求
-
･

計
量
器
の
課
税
と
特
別
戸
数
割
の
創
設
を
提
唱
す

特
別
税
戸
数
割
を
家
屋
税
と
併
課
し
市
税
の
緩
和
を
周
る
方
法
に
裁
て

下
水
道
改
良
事
菜
と
受
益
者
負
拾
　
王

達
築
繰
指
定
に
付
受
益
者
負
槍
の
緩
和
た
裁
て
-

･
･
･
r
r
L
l

-

望

-

望

-

望

君
･
･
･
琶

君
-
≡

君
･
･
･
畠

君
･
･
･
1
0
0

君
-
二
八

-
二
元

･
撃
T
i
E
j

‥
二
元

君
-
三
九

君
･
･
･
二
1
回

君
-
二
元

君
-
1
E
T
1
一

君
･
･
･
7
昌

訳
･
･
･
1
只

君
･
･
･
1
莞

君
-
T
苔



(タ)(ヨ)(カ)(ワ)(チ)(ル)

餌

宿教材

陸;

仙　　鉄

泉太林攻

宮部　一郎泣苧

(ホXニ)(-Xll

金三石北長;北大;

浦川経略　　揮庭

摘果息敏…　息士;

原

症

治

郎友擢男晋　　男郎

(二醐ヮ)(チ) (ルXヌ)て叫(由り

原原棒須

九庄愛

十治太賀

郎部郎巌

盟

l

ノ

Ⅵ

ノ

J
I
.
A
l
ヌ
n
川
川
U

都

市

計

量

に

依

る

尿

道

費

に

裁

て

･

･

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

柴

二
以
上
の
市
町
村
に
営
業
所
を
有
す
る
も
の
に
封
す
る
市
町
村
税
の
分
別
協
定
に
就
て

遊
興
税
及
賦
金
の
約
枚
組
合
に
就
て
-

市
町
村
税
制
改
正
の
要
求
-

自
治
腔
の
税
制
合
理
化
に
裁
て
･
‥

地
方
税
の
慣
系
'
税
目
の
負
措
､
税
制
の
改
正
及
税
務
横
路
の
統
1
問
題
…

早大苗

宅
地
租
附
加
税
埼
課
の
賞
状
　
-

懇
談
的
報
普
及
討
議
･
∵

村谷
細
井
本
田

茂
　
君
-
一
空

第
三
　
第
二
部
禽
報
普
及
討
議
-

一

序

　

　

　

説

　

-

‥

･

二

　

特

別

報

骨

　

-

　

-

‥

･

-

H
r
n
uけ
　
名
古
屋
市
に
於
け
る
チ
フ
ス
保
菌
者
榛
東
の
状
況
　
:
-

L
　
下
水
管
の
樺
手
に
就
て
の
1
.
案
･
 
4
-

三
一
般
報
普
及
討
議
‥
･

T
　
上
下
水
道
の
報
設
と
郡
市
汚
染
閑
静
-
I

郡
市
の
各
家
庭
に
放
て
塵
芥
を
分
類
せ
し
め
度
し

｢
必
要
な
れ
ど
も
歓
迎
i
t
)
れ
ざ
る
｣
施
設
に
対
す
f
6
位
置
及
設
備
に
就
て

壷
芥
の
堆
肥
化
廃
理
提
唱
…

名
古
屋
市
民
尿
市
営
虚
分
二
十
飴
個
年
の
経
験
･
‥
･
･
･
･
･

常
･
･
･
一
t
l

君
･
上
宝

君
･
･
･
1
-
若

君
･
･
･
盲
U

君
-
右
先

君
‥
エ
完

･･･I(I

-
一
豊

･
･
･
1
九
五

‥
二
豊

君
･
･
二
九
五

宕
≡
二
.
n

･･･1:0%

君
…
T
I
O
大

君
-
二
o
l

君
･
-
二
1
0

君
-
エ
二
五

君
･
･
･
三
六

l

ノ

)

ト
　
1
下
水
虞
理
寓
域
内
に
於
け
る
既
設
汲
取
便
所
を
急
速
に
水
洗
式
に
改
造
す
る
方
策
に
就
て

亡
名
古
屋
市
に
於
て
現
在
下
水
庭
理
作
業
中
の
民
放
を
直
接
下
水
道
に
投
入
す
る
場
合
下
水
濃
度
の
襲
化

に

封

麻

す

る

浄

化

作

業

上

の

注

意

事

項

如

何

-

　

　

　

　

　

　

　

　

-

藤

　

田

下
水
虞
分
場
位
置
選
定
そ
の
他
に
関
す
る
考
嫁
に
就
て
･
･
･
　
　
　
-
　
池
　
田
　
篤

汚

水

鹿

理

と

尿

尿

に

裁

て

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　

衣

下

水

海

流

封

艦

兼

如

何

　

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　

坪

基
束
汚
染
の
測
定
を
各
測
候
所
等
に
て
行
ふ
事
に
就
て
　
-
･
　
　
　
-
君

一

■

.

′ト
都
市
計
婁
法
の
地
域
と
し
て
加
療
工
場
地
頭
の
設
定
及
無
煙
郡
市
の
設
置
に
就
て

臥
三
清丑八

直
∩
.
.
ド良香透

け
n
F
良

君
-
二
二
四

君
-
二
毛

君
-
二
三

君
･
⊥
毒

君
‥
･
ニ
毒

に
都
市
汚
物
鼓
汚
染
の
措
置
に
紺
す
る
財
政
に
就
て
･
･
･

汚
物
虚
理
閲
係
営
利
業
者
補
助
方
策
如
何
･
･
･

重
ね
て
名
古
屋
市
床
尾
市
営
虚
分
二
十
飴
何
年
の
控
除
に
就
て
-

塵
芥
廃
分
方
法
の
若
干
尚
超
･
･
･
･

-

　

大

-

　

石

‥

･

金

-

　

藤

第
四
　
各
部
倉
に
於
け
る
報
普
及
討
議
の
匪
週
報
昔
…

]

　

軒

　

　

詮

･

･

･

二
,
希
十
都
合
に
就
て
の
経
過
報
せ
.
･
･
･

三
　
雰
二
部
合
に
就
て
の
経
過
報
告
　
-

(
ィ
)
特
別
報
骨
(
云
0
)
･
･
･
･
･
･
(
ロ
)
1
般
報
普
及
討
議
(
云
1
)

附
記
　
第
三
国
重
囲
都
市
間
留
合
議
組
合
に
関
す
る
文
献
-

琴
二
回
重
囲
都
市
間
在
官
議
親
倉
参
加
者
名
籍
-

･
･
エ
六
五

･
･
･
二
歪

君
･
･
･
ニ
芸

君
三
二
苫

･
･
･
毒
五

･
･
･
二
七
七



六

四

骨報究研老骨報主.

挿

　

　

鎗

　

　

日

　

　

次

苛
1
1
!
周
全
国
郡
市
問
題
合
議
第
1
日
主
報
告
者
研
究
報
告

魯
場
た
る
名
古
屋
市
会
食
堂
　
-

第
1
日
開
合
式
･
閲
合
議
理
事
式
軒
　
-
･
･
･

同
　
　
上
●
鈴
木
内
相
代
理
醗
酎
　
三

岡
　
　
上
･
大
岩
名
古
屋
市
長
挨
拶
　
-

第
1
日
議
事
･
池
田
事
務
局
代
表
事
務
報
普

草
盲
朝
倉
･
第
一
部
合
の
報
普
及
討
議
　
-

同
　
　
上
･
第
二
部
合
の
報
普
及
討
議
･
-

第
三
日
都
合
経
過
報
告
･
藤
岡
第
一
部
長
報
告

第
三
日
茸
地
税
案
･
第
7
班
の
堀
留
下
水
虞
理
場
成
案

同
　
　
　
　
上
･
第
二
班
の
名
古
屋
市
民
病
院
硯
察
　
-

第

三

回

鹿

骨

徽

章

-

　

　

　

･
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-
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･

･
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同同回向同同国同同同蘇

.

五

第
三
回
全
国
都
市
問
題
合
議
組
合
(
名
古
屋
市
公
舎
堂
に
於
て
)
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夢

二

青

　

倉

　

義

　

経

　

訊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

八

に
赴
き
､
新
式
に
し
て
且
最
も
特
色
大
な
り
と
せ
ら
る
1
施
設
に
封
し
て
詳
細
の
詮
堺
を
聴
取
す
｡
そ
れ
よ
り
名
古
屋
築
港
に
到
れ

る
も
.
折
柄
の
大
雨
に
て
施
設
現
場
に
就
き
詮
明
を
受
く
る
こ
と
を
得
ず
~
主
と
し
て
固
面
に
依
-
現
在
の
状
況
及
絡
衆
の
計
董
姓

に
哩
立
地
造
成
と
事
業
財
源
と
の
関
係
等
を
詳
悉
す
る
を
得
た
少
O
最
後
に
名
古
屋
市
施
設
中
~
最
も
大
規
模
な
る
も
の
1
1
た
る

中
川
蓮
河
に
到
i
i
J
そ
の
事
務
所
に
於
て
施
設
､
建
築
敷
地
造
成
等
に
関
す
る
大
腰
の
説
明
を
受
け
､
開
門
の
開
閉
箕
況
等
を
育

成
､
更
に
車
中
よ
-
主
要
個
所
を
概
観
し
っ
ゝ
公
舎
豊
剛
に
引
返
し
て
解
散
す
.
時
に
牛
後
五
時
｡

(
ハ
)
　
第
三
班
-
参
加
者
百
九
名
､
午
後
零
時
五
十
五
分
名
古
屋
市
公
食
堂
前
よ
り
.
自
動
革
に
分
来
し
て
出
費
す
.
先
づ
甫

置
千
年
町
所
在
の
愛
知
時
計
電
横
株
式
食
紅
工
場
に
赴
き
､
食
紅
幹
部
よ
り
大
鴇
の
説
明
を
受
け
た
る
後
.
十
名
宛
に
分
班
の
上
､

係
員
の
案
内
詮
明
の
.
T
L
に
主
と
し
て
水
上
飛
行
機
製
作
工
場
を
見
拳
し
た
少
｡
攻
で
名
古
屋
築
港
に
到
り
'
そ
の
事
務
所
参
考
資
料

宝
に
放
て
詳
細
な
る
説
明
を
受
け
.
F
更
に
嘗
地
の
要
所
に
就
き
て
詮
明
を
悲
取
す
｡
軽
少
て
中
川
運
河
に
赴
き
欧
掲
第
二
班
と
同
様

各
般
の
案
肘
説
明
を
受
-
0
,
最
後
に
南
革
向
触
町
所
賓
向
畑
軽
罪
柴
卦
蹄
に
到
り
.
施
設
故
に
作
菓
鷺
祝
を
帝
察
し
､
参
考
す
べ
き
;

も
の
多
き
を
得
ね
少
｡
以
上
了
り
し
性
牛
後
四
時
十
五
分
~
内
所
に
.
於
て
t
磨
解
散
の
形
式
を
探
り
､
配
車
上
の
厚
意
に
依
-
て
各

員
便
宜
の
個
所
に
下
草
す
る
こ
と
1
せ
り
｡

(
.
こ
)
　
第
四
班
.
t
束
班
は
愛
知
牒
犬
山
町
所
在
の
名
古
屋
市
上
水
道
水
源
地
鼓
に
そ
の
取
水
施
設
を
覗
察
し
､
兼
ね
て
同
施
設

＼

と
連
接
の
何
桝
に
在
る
所
謂
日
本
ラ
イ
ン
を
以
て
知
ら
る
1
木
骨
川
の
風
景
を
賞
せ
ん
と
す
る
行
程
に
依
り
編
成
せ
る
も
の
な
り
｡

参
加
者
要
事
名
､
午
餐
後
直
ち
に
名
古
屋
市
公
舎
堂
前
よ
り
打
揃
ひ
て
出
肇
'
鶴
舞
公
園
前
電
革
停
留
場
に
て
借
切
電
串
三
輪
に

分
乗
L
P
名
岐
蛾
道
柳
橋
停
車
場
に
到
り
て
同
銭
適
客
革
二
輔
に
乗
り
換
へ
､
串
中
岡
餓
道
係
員
よ
,
B
窓
外
の
案
内
説
明
を
受
け
つ

I
J
牛
後
1
時
牛
ラ
イ
ン
遊
園
辞
に
下
草
す
｡
そ
れ
よ
り
乗
合
自
動
車
.
夷
で
徒
歩
に
伐
り
土
田
乗
胎
場
に
至
り
.
小
姑
十
八
娘
に

分
乗
し
て
所
謂
日
本
ラ
イ
ン
を
下
る
｡
両
岸
の
貴
を
賞
し
っ
1
約
一
時
間
を
費
し
て
牛
後
三
時
過
ぎ
上
水
道
新
設
取
入
口
附
妃
に

看
~
水
道
部
出
際
所
に
少
憩
の
後
.
上
水
施
設
を
視
察
す
｡
次
で
徒
歩
犬
山
町
に
入
少
､
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
に
於
て
同
町
長
原
田

威
武
氏
よ
り
茶
菓
の
饗
整
地
に
陶
辞
､
犬
山
誌
の
寄
居
を
受
-
｡
原
田
町
長
の
懇
篤
な
る
歓
迎
の
軒
に
封
し
東
京
市
財
務
局
長
白
鳥

徳
之
助
竺
同
を
代
表
し
て
謝
新
を
述
べ
'
攻
で
演
萎
場
に
案
内
せ
ら
れ
て
犬
山
舞
蹄
を
観
覧
す
｡
か
-
て
四
時
牛
一
膝
解
散
の
形

式
を
採
り
.
附
近
の
襟
勝
等
各
自
任
意
の
こ
と
1
せ
り
｡
こ
の
行
に
封
し
雨
中
苗
股
の
鞄
整
地
に
歓
待
の
馬
め
絶
大
の
配
慮
あ
り
し

名
古
屋
市
水
道
部
首
局
並
に
犬
山
町
営
局
の
厚
意
に
つ
い
て
は
､
参
合
着
一
同
探
-
感
謝
し
た
る
と
こ
ろ
た
聖

第
四
　
絶
食
参
加
者
及
準
参
加
老

親
倉
参
加
申
込
者
は
七
草
宇
名
な
り
し
が
'
常
日
参
倉
上
の
諸
手
積
を
了
せ
ら
れ
た
る
禽
貝
故
に
重
合
を
申
込
ま
れ
た
る
合

月
中
出
席
せ
ら
れ
ぎ
り
し
も
､
親
食
費
を
納
入
し
て
親
食
用
文
書
等
の
全
部
を
受
入
れ
､
所
謂
準
参
加
者
の
関
係
を
結
ば
れ
た
る
諸

氏
の
氏
名
巻
末
所
載
の
如
し
｡
即
ち
六
百
八
十
九
名
た
少
｡
-

辞
三
　
線
甘
第
三
　
日

三
九



妹
t
I
t
僻
　
欝
紳
輔
海
溝
圧
砕



第
一
主
報
告
者
の
研
究
報
督

l

　

序

前
篇
第
1
の
四
に
記
述
せ
る
如
-
､
絶
食
第
一
日
午
前
よ
り
午
後
に
亙
り
､
竜
報
骨
者
五
氏
の
研
究
報
告
あ
り
た
る
か
'
そ
の
内

容
左
の
如
し
｡
侍
各
主
報
告
者
の
報
告
要
旨
は
､
組
合
預
備
資
料
弟
1
冊
､
第
二
冊
及
禰
冊
｢
研
究
報
告
｣
三
極
に
収
め
あ
る
こ
と

既
述
の
通
り
な
少
｡

l

J

.

H

 

q

　

　

　

*

欝
]
　
主
報
合
着
の
研
究
報
骨



第
三
者
ー
報
骨
及
討
琴
円
容

ヽ

ノり
市
町
村
税
制
の
改
正
に
裁
て

甑
郡
璃
頑
教
増
　
神
　
戸
　
正
　
雄
君

内

　

　

容

　

　

梗

　

概

て
市
町
村
溌
卸
改
正
の
前
提
｡

二
,
現
行
市
町
村
税
制
の
長
所
-
(
1
)
附
加
税
と
特
別
税
と
の
長
所
を
併
用
す
(
二
)
人
税
と
物
税
と
を
併
用
す
(
≡
)
国
税

の
滑
帝
を
補
ふ
て
居
る
o

≡
'
現
行
市
町
村
税
卿
の
短
所
-
(
こ
人
挽
物
稔
の
関
係
に
於
で
人
税
偏
重
の
煉
あ
り
ハ
〓
)
人
税
に
於
け
る
敏
劫
(
ィ
.

人
稔
の
構
成
が
統
7
的
で
な
い
､
h
､
八
枚
の
代
り
と
し
て
家
屋
税
附
加
稔
を
有
つ
こ
と
は
理
論
上
の
映
粘
で
あ
る
'

ハ
'
第
二
瞳
の
所
得
税
附
加
税
を
禁
止
し
た
る
は
人
税
と
し
て
不
完
全
で
あ
る
'
ニ
'
戸
数
割
は
免
税
鞄
が
低
-
比
例
率

で
あ
る
)
(
≡
)
物
税
に
於
け
る
映
粘
-
市
町
村
特
別
税
と
し
て
の
物
税
な
き
は
憩
略
で
あ
る
'

四
･
現
行
市
町
村
税
制
改
正
案
-
(
7
)
改
革
案
の
骨
子
=
人
稔
は
国
家
に
集
中
し
'
物
税
は
市
町
村
に
委
譲
す
る
(
二
)
物

稔
を
市
町
村
の
特
別
穂
と
な
す
理
由
三
)
市
町
村
の
特
別
税
た
る
物
税
の
構
成
(
イ
'
課
税
標
濃
化
土
地
'
家
臣
に
つ
き

て
は
1
方
に
時
債
･
他
方
に
推
定
所
得
･
営
業
に
つ
き
て
は
外
形
標
準
と
現
寛
又
は
推
定
所
得
､
ロ
'
課
税
物
件
-
基
地
'

峯
琴
拝
所
得
又
は
歓
損
の
場
合
の
営
業
を
も
採
用
す
,
ハ
'
賦
課
横
間
川
甲
心
機
閲
を
市
町
村
に
置
き
之
に
国
家
及
府

喋
を
協
力
せ
し
め
る
)
(
四
)
国
税
と
し
て
集
中
さ
れ
た
る
人
税
の
分
配
控
準
(
五
)
人
税
の
国
家
集
中
制
度
の
理
由
(
六
〕
人

統
分
輿
範
と
物
税
親
と
の
割
合
(
七
〕
雑
種
疎
の
改
革
｡

T
S
･
改
正
案
の
短
所
-
(
ィ
,
人
税
収
入
の
鴨
方
分
配
標
準
が
多
少
不
満
足
､
h
.
囲
'
珊
方
各
別
に
て
は
辞
系
整
は
ず
'

ハ
.
均
方
図
椎
貝
と
し
て
負
ふ
)
人
税
を
失
ふ
出
に
之
に
封
す
る
鞘
解
｡

徳
べ
て
の
制
度
は
確
封
的
に
良
い
も
の
が
見
出
さ
れ
る
事
が
困
難
で
あ
り
ま
す
｡
表
が
あ
り
'
裏
が
あ
-
'
長
所
矩
所
が
あ
.
3
>
空

す
か
ら
'
比
較
的
良
い
も
の
'
映
鮎
の
少
-
長
所
の
多
い
も
の
と
云
ふ
も
の
を
選
び
出
す
よ
り
仕
方
が
な
い
'
斯
う
考
へ
ま
す
｡
文･リ

芸
の
制
度
蛙
時
の
進
み
に
依
っ
て
襲
化
し
っ
1
あ
り
ま
す
'
叉
変
化
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
｡
そ
れ

は
時
勢
の
進
歩
に
伴
ふ
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
｡
勿
論
制
度
は
其
の
国
の
事
情
に
適
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
情
を
考
へ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
事
は
あ
り
ま
す
が
'
併
し
叉
出
氷
れ
ば
理
論
に
も
叶
ふ
必
要
が
あ
る
'
諸
多
の
先
例
等
を
考
へ
て
見
る
必

要
も
あ
り
ま
す
｡
彼
此
致
し
ま
し
て
'
常
に
改
良
進
歩
を
囲
る
と
云
ふ
草
は
'
1
日
も
忽
に
し
て
は
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
｡

共
産
で
現
在
あ
り
ま
す
る
制
度
を
能
く
吟
味
し
ま
し
て
'
そ
れ
が
完
全
な
ら
ば
宜
し
い
が
･
相
首
に
放
出
が
多
い
と
な
-
ま
す
れ

ば
'
そ
れ
を
改
め
る
方
法
を
講
す
る
と
云
ふ
事
は
'
常
に
忽
せ
に
し
て
ほ
な
ら
屯
と
思
ひ
ま
す
｡
私
は
そ
れ
を
試
み
る
の
で
あ
.
o
ま

す
｡
勿
論
市
町
村
稚
制
と
な
り
ま
す
る
が
'
畢
猫
に
之
を
考
へ
る
事
は
拘
束
ま
せ
ん
｡
資
は
国
家
の
大
き
な
税
制
の
機
構
の
中
の
1

節
と
し
て
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
柄
で
あ
り
ま
す
｡
け
れ
ど
も
そ
れ
を
唯
今
全
部
申
上
げ
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
｡
そ
れ
敬

そ
れ
は
他
の
横
合
に
護
り
ま
し
て
'
多
少
そ
れ
に
交
渉
す
る
乱
が
あ
･
8
ま
す
が
'
主
と
し
て
は
央
張
り
市
町
村
稚
制
の
み
を
扱
ひ
ま

す
｡
併
し
そ
れ
は
国
'
満
願
等
の
問
題
真
心
れ
て
居
る
辞
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
｡
そ
こ
で
直
ち
に
現
行
制
度
の
批
評
に
移
り
た

S
と
息
ひ
ま
す
｡

現
今
の
市
町
村
我
制
が
何
で
あ
る
か
は
'
先
刻
御
東
知
の
事
と
前
碇
致
し
ま
す
･

借
て
吾
々
の
今
日
有
っ
て
居
る
市
町
村
税
制
と
言
ふ
も
の
は
'
後
に
申
す
や
う
な
諸
多
の
映
鮎
が
あ
り
ま
す
る
が
･
併
し
長
所
も

憶
か
に
あ
り
ま
す
｡
長
所
を
簡
単
に
凄
い
撮
ん
で
申
し
ま
す
れ
ば
二
二
つ
ば
か
り
挙
げ
る
事
が
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
｡

第
1
　
主
報
骨
者
の
研
究
報
告



節

三

第

　

報

告

及

討

議

内

容

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

六

一
つ
は
･
附
加
我
と
特
別
税
と
の
長
所
を
能
-
見
ま
し
て
.
二
つ
を
併
用
し
て
居
る
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
｡

問
加
磯
の
長
所
は
｣
申
す
迄
も
な
く
闘
家
毒
の
放
言
得
る
と
云
ふ
喝
斜
視
が
概
親
し
得
べ
く
改
良
す
る
に
便
な
り
と
云
ふ

事
,
徴
璃
蛍
が
少
く
て
済
む
と
云
､
J
l
事
の
長
所
を
有
ち
ま
す
｡
併
し
又
特
別
職
に
は
自
治
制
と
云
ふ
も
の
1
た
め
に
な
る
と
云
ふ
事
'

或
は
地
方
の
責
任
を
自
覚
せ
し
む
る
と
云
ふ
事
･
或
は
地
方
の
費
用
の
緊
縮
に
効
果
あ
る
と
云
毒
等
の
長
所
が
あ
ら
う
と
思
誓

す
o
其
他
に
も
あ
･
1
ま
す
が
,
大
軍
亡
う
云
ふ
長
所
が
あ
り
ま
す
る
の
で
'
何
れ
の
み
を
探
る
と
云
ふ
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
皇
▲

す
｡
即
ち
特
別
税
も
附
加
穂
も
共
に
併
用
す
る
事
が
望
ま
し
い
と
云
ふ
…
の
考
に
は
､
現
在
の
制
度
は
叶
ふ
て
居
る
と
思
払
ま
す
｡

･
琴
l
に
は
･
人
税
と
物
我
と
を
併
用
し
て
居
る
と
云
ふ
事
を
奉
げ
る
事
が
出
奔
る
と
息
ひ
ま
す
｡
殊
に
物
税
は
利
麓
原
則
の
加
味

と
云
ふ
や
う
な
鮎
に
都
合
が
良
い
の
で
あ
-
ま
す
が
,
そ
れ
は
恰
も
今
日
地
方
初
の
関
係
が
あ
っ
て
'
其
の
主
旨
を
貫
く
事
が
出
凍

る
と
云
ふ
事
に
な
-
ま
す
･
殊
に
市
町
村
で
は
あ
?
ま
せ
ん
が
･
符
牒
に
於
を
ま
し
て
は
'
物
我
の
若
干
の
も
の
を
特
別
税
と
し
て

有
っ
て
居
る
と
居
ふ
事
も
'
序
に
長
所
と
し
て
挙
げ
る
事
が
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
｡

聖
一
に
は
,
国
税
の
遺
鵜
を
禰
ふ
て
居
る
と
云
ふ
事
を
奉
げ
る
事
が
出
葬
る
と
思
ひ
ま
す
｡
但
し
之
は
粁
願
.
0
万
に
於
き
ま
し

て
･
例
へ
ば
家
屋
税
で
あ
る
と
か
,
難
軽
碗
･
特
別
地
我
と
云
ふ
や
う
な
も
の
で
'
同
家
に
取
壷
し
て
居
ら
ぬ
課
頼
物
件
を
拾
ふ
て

漏
る
｡
そ
れ
に
主
と
し
て
附
加
親
を
課
す
竜
に
な
っ
て
･
警
此
の
趣
旨
に
達
し
て
居
る
讐
雷
ま
し
て
'
市
町
村
か
ら
云
へ

ば
勿
論
間
接
で
あ
り
ま
す
｡

L
之
等
の
長
所
を
有
っ
て
居
る
と
云
ふ
事
は
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
'
併
し
幾
多
の
統
裁
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
｡
州

其
の
快
鮎
は
何
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
る
と
･
い
ろ
く
畢
げ
る
事
が
出
奔
ま
す
が
､
殊
に
雅
軽
視
に
於
嘗
ま
し
て
も
'
細
か
S
快

瓢
を
見
出
す
事
は
樺
山
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
｡
即
ち
就
合
政
策
に
反
す
る
租
税
が
中
に
あ
る
ー
叉
技
術
上
市
町
村
に
適
し
な
い
も
の

が
存
在
し
て
居
る
と
云
ふ
や
う
な
事
を
奉
げ
る
事
が
出
奔
や
う
と
思
ひ
ま
す
｡
併
し
そ
れ
は
軽
い
問
題
で
あ
り
ま
す
｡
主
た
る
間
匿

は
人
硬
と
物
税
の
間
に
あ
る
と
思
ひ
ま
す
｡
之
は
三
つ
に
分
け
て
申
す
事
が
出
来
ま
す
｡

第
1
は
'
人
税
と
物
税
と
の
陶
係
で
あ
り
ま
す
'
割
合
で
あ
り
ま
す
.
人
磯
と
物
税
と
の
割
合
は
'
国
家
に
於
き
ま
し
て
は
能
力

税
ト
ト
能
力
原
則
を
本
位
と
し
て
和
穂
を
考
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
す
か
ら
'
人
疎
を
主
と
L
t
物
税
を
従
と
す
る
と
云
ふ
事
に
な
る
べ

き
で
あ
-
ま
す
が
'
地
方
税
と
致
し
ま
し
て
は
､
逆
に
物
穂
を
主
と
し
人
穂
を
従
と
す
る
と
云
ふ
事
に
な
る
べ
き
だ
と
息
ひ
ま
す
.

然
る
に
今
日
日
本
の
市
町
村
税
制
に
於
き
ま
し
て
'
殊
に
町
村
我
に
於
き
患
し
て
は
'
恰
も
こ
の
理
想
に
反
す
る
事
の
場
合
の
方
が

多
い
と
恩
ひ
ま
す
｡
屈
し
て
何
故
に
物
税
を
主
に
し
.
人
我
を
従
に
す
べ
き
か
と
云
ふ
事
に
就
き
ま
し
て
'
簡
単
に
私
空
転
を
拳

呼
号
詮
明
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
｡

]
つ
は
'
物
税
の
課
職
物
件
た
る
土
地
'
家
屋
､
督
業
は
.
之
は
地
方
の
特
殊
的
の
経
費
と
僻
か
忙
中
し
き
す
が
'
床
く
云
ひ
ま

す
れ
ば
'
土
木
費
用
と
云
ふ
も
の
･
.
利
益
-
特
別
の
利
鑑
を
受
け
る
事
が
多
大
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
ま
す
｡

攻
に
'
地
方
の
1
熊
的
発
達
の
利
益
を
受
け
る
事
が
多
大
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
云
へ
ま
す
｡
1
照
的
襲
運
の
利
益
を
受
け
る
と
云

ふ
事
は
､
そ
れ
は
必
ず
し
も
特
殊
的
の
経
費
の
結
果
ば
か
J
a
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
所
謂
]
照
的
の
軽
費
'
即
ち
教
育
に
し
ろ
'
衛
生

た
し
ろ
'
或
は
社
食
事
業
に
し
ろ
､
或
は
汚
染
防
止
'
或
は
地
方
の
い
ろ
く
の
1
穀
的
鵜
課
が
良
-
な
り
ま
す
れ
ば
'
勝
て
其
の

街
は
'
い
ろ
′
1
の
鮎
に
於
て
'
良
い
街
だ
と
云
ふ
事
に
な
れ
ば
'
自
然
に
其
の
街
が
襲
達
す
る
と
云
ふ
事
も
あ
ゎ
ま
す
る
｡
そ
れ

か
ら
さ
う
云
ふ
経
費
を
使
っ
た
結
果
で
な
く
と
も
､
統
合
全
腔
の
進
運
に
伴
っ
て
費
藩
す
る
と
云
ふ
事
も
あ
り
ま
す
｡
何
れ
も
r
i
,
れ

葬

1
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啓
三
兼
　
寄
せ
及
討
議
内
容

等
の
施
行
の
結
果
'
地
方
が
帝
達
し
ま
す
れ
ば
'
誰
が
利
益
を
受
け
る
か
と
云
ひ
ま
す
れ
ば
'
央
張
り
土
地
.
家
屋
.
営
業
の
持
主

で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
｡
斯
う
云
ふ
利
鑑
を
受
け
る
と
云
ふ
事
が
あ
り
ま
す
る
以
上
'
土
地
､
家
屋
､
営
巣
の
持
主
が
物
稲
と
し
て

多
少
重
5
毒
を
す
る
と
云
ふ
事
が
'
雷
然
だ
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
す
｡

最
後
に
､
今
日
の
日
本
の
状
況
に
於
き
ま
し
て
'
地
方
公
共
国
債
は
匪
家
か
ら
し
て
い
ろ
′
1
の
補
給
'
補
助
を
受
け
て
居
り
ま

す
｡
就
中
大
き
な
の
は
義
務
教
育
費
に
封
す
る
困
庫
の
賞
捨
金
で
あ
り
ま
せ
う
O
之
等
の
も
の
を
､
地
方
が
､
多
大
に
受
け
て
居
る

と
云
ふ
事
は
'
躯
て
そ
れ
等
を
支
給
す
る
観
家
に
於
き
ま
し
て
'
国
家
の
碕
制
は
人
魂
が
主
と
な
っ
て
居
り
ま
す
る
か
ら
､
従
っ
て

そ
れ
だ
け
糊
癌
に
は
､
地
方
に
於
き
ま
し
て
'
物
税
を
割
合
に
飴
計
負
塘
し
て
良
い
と
云
ふ
廻
り
-
ど
い
考
へ
方
が
生
ず
る
と
息
ひ

ま
す
｡彼

此
致
し
ま
し
て
'
私
は
地
方
に
於
き
ま
し
て
は
'
物
税
を
人
税
よ
り
も
少
し
塞
-
取
る
､
何
と
云
つ
て
も
地
方
の
寅
損
は
土
地

家
屋
､
営
業
に
摘
ま
重
5
課
率
で
取
る
べ
き
も
の
だ
と
斯
う
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
P
N
所
が
尭
程
申
し
ま
す
や
う
に
'
そ
れ
と
相
反

す
る
現
在
の
制
度
で
あ
る
以
上
は
､
そ
れ
は
惜
か
に
映
鮎
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
0

攻
に
第
二
に
は
人
我
に
移
り
ま
す
｡
現
在
の
人
親
の
枚
数
は
多
々
あ
り
ま
し
て
'
叉
飴
や
細
か
く
五
･
5
1
ま
す
る
と
面
倒
に
な
り
ま

す
る
篤
に
'
ノ
茸
に
は
主
た
る
も
の
だ
け
を
指
摘
し
て
見
よ
う
と
思
ひ
ま
す
｡

第
1
に
は
'
人
税
が
国
内
の
全
鰹
に
統
1
的
に
出
凍
て
居
ら
ぬ
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
.
即
ち
或
所
で
は
戸
数
割
を
有
ち
､
他
の

所
で
は
所
得
稚
附
加
穂
を
有
つ
と
云
ふ
事
で
'
違
っ
た
立
蹄
の
も
の
が
並
ん
で
立
っ
て
居
り
ま
す
｡
其
虞
に
喰
蓮
ひ
が
雷
然
生
じ
て

参
り
ま
す
｡

第
二
に
は
'
人
我
の
代
り
と
し
て
､
家
屋
讐
云
ふ
物
税
を
市
町
村
芸
ふ
な
ら
ば
-
家
屋
碑
附
加
税
で
あ
皇
子
が
･
家
屋

相
附
加
枚
と
云
ふ
物
磯
を
代
り
に
有
つ
事
に
な
っ
て
居
る
と
云
ふ
事
も
ー
理
論
上
敏
弘
の
]
つ
と
な
る
の
で
あ
｡
ま
す
｡

第
三
に
は
'
所
得
稚
附
加
磯
に
就
て
見
ま
す
る
と
･
瀕
泉
課
税
を
し
て
居
る
第
二
軽
の
所
得
税
が
あ
り
ま
す
が
,
之
が
筆
画
の

所
得
の
持
合
人
的
課
税
か
ら
除
外
さ
れ
入
管
し
て
課
馨
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
､
併
し
国
税
が
さ
う
云
ふ
制
警
採
っ
て

居
る
以
上
は
'
附
加
税
は
己
む
を
得
ぬ
事
で
あ
る
と
し
て
1
歩
を
讐
て
見
る
と
致
し
ま
し
て
,
其
の
源
泉
誤
碇
た
る
第
二
程
の
所

得
税
に
､
地
方
の
附
加
税
差
し
て
雪
空
云
ふ
事
は
ー
讐
附
加
税
の
附
い
て
居
る
所
の
所
得
と
･
附
か
畏
得
と
が
出
水
ま

し
て
､
大
き
な
不
公
平
が
必
然
に
生
じ
て
参
り
ま
す
｡
Y

第
四
に
は
､
u
1
数
割
で
あ
-
す
が
'
御
霊
の
通
り
戸
数
割
は
･
免
税
欝
低
い
ー
極
め
て
低
-
あ
-
ま
す
o
そ
れ
に
枚
挙

も
比
例
で
あ
り
ま
す
｡
期
の
如
き
は
極
め
て
不
公
平
な
る
'
貧
乏
人
に
寓
す
る
過
重
な
る
褒
靖
を
課
す
る
所
の
免
税
と
云
は
な
け
れ

ば
な
ら
屯
と
思
ひ
ま
す
｡

倍
量
の
他
に
於
き
ま
し
て
も
'
課
税
の
方
法
若
く
は
原
則
に
就
て
･
二
つ
の
も
の
に
聖
昌
鉄
劫
が
あ
り
ま
す
が
･
そ
れ
造

術
上
に
五
･
s
l
ま
す
の
で
省
略
致
し
虐
す
｡

攻
に
物
税
に
警
考
へ
て
見
ま
す
｡
-
物
税
篤
町
村
に
於
き
ま
し
て
は
､
現
在
に
於
き
ま
し
て
品
加
税
の
み
で
あ
-
ま
す
｡
先

程
附
加
碇
'
･
特
別
税
の
長
所
を
挙
げ
ま
し
て
.
1
t
つ
讐
て
さ
う
な
け
れ
ば
な
ら
警
述
べ
ま
し
た
の
で
あ
れ
ま
す
が
･
市
町
村
税

に
於
き
ま
し
て
は
'
人
碇
に
こ
そ
戸
数
割
と
云
ふ
や
う
な
特
別
税
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
･
物
税
に
於
き
ま
し
て
は
全
-
困
讐
附

加
凍
'
府
若
の
附
加
碇
に
止
ま
っ
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
-
｡
油
量
の
警
遺
憾
で
あ
-
す
｡
両
も
物
税
は
市
町
村
の
特
別
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